
総 行 安 第 １ 号 

令 和 ７ 年 １ 月 ８ 日 

 

 各都道府県総務部（局）長 

 （公務災害担当課扱い） 

 （市町村担当課、区政課扱い）   殿 

 各指定都市人事主管局長 

 （公務災害担当課扱い） 

                      総務省自治行政局公務員部 

                      安 全 厚 生 推 進 室 長 

                      （ 公 印 省 略 ） 

 

 

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律による 

地方公務員災害補償法の一部改正について（通知） 

 

 

 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律（令和７年法律第５号。

以下「改正法」という。）が本日公布され、同法附則第４条により地方公務員災害補

償法（昭和 42 年法律第 121 号。以下「地公災法」という。）の一部改正が行われま

した。 

 つきましては、下記事項に留意の上、その施行に遺漏のないようお願いします。 

なお、各都道府県総務部（局）長におかれましては、貴都道府県内の市区町村（指

定都市を除く。）及び一部事務組合等に対しても、この旨を周知いただくようお願い

します。 

 

記 

 

１ 改正の内容 

改正法により、一日の勤務時間の全部について部分休業を取得することも可能と

なることを踏まえ、平均給与額の算定に係る控除日を定める地公災法第２条第６項

第３号に、部分休業の承認を受けて一日の勤務時間の「全部」について勤務しなか

った日を追加する改正を行う。 

 

２ 施行期日 

公布の日から起算して一年三月を超えない範囲内において政令で定める日 

【連絡先】 

 安全厚生推進室公務災害補償係 

 電話：03-5253-5560（直通） 



総 行 安 第 ２ 号 

令 和 ７ 年 １ 月 ８ 日 

 

 

 地方公務員災害補償基金事務局長  殿 

 

 

                       総務省自治行政局公務員部 

                       安 全 厚 生 推 進 室 長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律による 

地方公務員災害補償法の一部改正について（通知） 

 

 

 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律（令和７年法律第５号。

以下「改正法」という。）が本日公布され、同法附則第４条により地方公務員災害補

償法（昭和 42 年法律第 121 号。以下「地公災法」という。）の一部改正が行われま

した。 

 つきましては、下記事項に留意の上、その施行に遺漏のないようお願いします。 

 

 

記 

 

 

１ 改正の内容 

改正法により、一日の勤務時間の全部について部分休業を取得することも可能と

なることを踏まえ、平均給与額の算定に係る控除日を定める地公災法第２条第６項

第３号に、部分休業の承認を受けて一日の勤務時間の「全部」について勤務しなか

った日を追加する改正を行う。 

 

２ 施行期日 

公布の日から起算して一年三月を超えない範囲内において政令で定める日 

【連絡先】 

 安全厚生推進室公務災害補償係 

 電話：03-5253-5560（直通） 
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○　

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
条
関
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改　
　

正　
　

案

現　
　
　
　

行

 
 

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条　

（
略
）

第
二
条　

（
略
）

２
～
５　

（
略
）

２
～
５　

（
略
）

６　

第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
中
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
日
が
あ
る

６　

第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
中
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
日
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
日
数
及
び
そ
の
間
の
給
与
は
、
同
項
の
期
間
及
び
給
与
の
総
額
か

場
合
に
は
、
そ
の
日
数
及
び
そ
の
間
の
給
与
は
、
同
項
の
期
間
及
び
給
与
の
総
額
か

ら
控
除
し
て
計
算
す
る
。
た
だ
し
、
控
除
し
な
い
で
計
算
し
た
平
均
給
与
額
が
控
除

ら
控
除
し
て
計
算
す
る
。
た
だ
し
、
控
除
し
な
い
で
計
算
し
た
平
均
給
与
額
が
控
除

 
 

し
て
計
算
し
た
平
均
給
与
額
よ
り
多
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
て
計
算
し
た
平
均
給
与
額
よ
り
多
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二　

（
略
）

一　

負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
療
養
の
た
め
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

 

つ
た
日

二　

産
前
産
後
の
職
員
が
、
出
産
の
予
定
日
の
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
は
、

十
四
週
間
）
前
か
ら
出
産
後
八
週
間
以
内
に
お
い
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日

三　

育
児
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日
、
承
認
を
受
け
て
育
児
短
時

三　

育
児
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日
、
承
認
を
受
け
て
育
児
短
時

間
勤
務
を
し
た
日
及
び
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
育
児
の
た
め
一
日
の
勤
務
時

間
勤
務
を
し
た
日
及
び
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
育
児
の
た
め
一
日
の
勤
務
時

間
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日

間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日

四
～
六　

（
略
）

四　

介
護
の
た
め
に
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日
及
び
一
日
の
勤
務
時
間
の

 

一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日

五　

地
方
公
共
団
体
（
職
員
が
当
該
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法

人
に
在
職
し
て
い
た
期
間
に
あ
つ
て
は
、
当
該
地
方
独
立
行
政
法
人
）
の
責
め
に
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帰
す
べ
き
事
由
に
よ
つ
て
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
日

六　

職
員
団
体
の
業
務
に
専
ら
従
事
す
る
た
め
の
許
可
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ
た

日

７
～

　

（
略
）

７
～

　

（
略
）

14

14



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
四
章
中
第
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
共
同
利
用
）

第
十
八
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高

度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
電
子
計
算
機
を
他
人
の
情
報
処
理
の
用
に
供
す
る
役
務
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
（
国
又
は
地
方

公
共
団
体
の
事
務
の
実
施
に
関
連
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
整
備
及
び
運
用
を
推
進
す
る
た
め
、
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
又
は
運
用
に
お
い
て
国

と
国
以
外
の
当
該
整
備
又
は
運
用
を
行
う
者
（
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
運
用

者
」
と
い
う
。）と
が
共
同
し
て
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
当
該
共
同
利
用
の
条
件
に
関
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

国
の
行
政
機
関
等
は
、
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
の
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
整
備
及
び
運
用
そ
の
他
の
観
点
か
ら
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
を
通
じ
て
国
と
公

共
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
運
用
者
が
共
同
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
共
同
利
用
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。）を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
当
該
公
共
情
報
シ

ス
テ
ム
の
整
備
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
の
行
政
機
関
等
以
外
の
行
政
機
関
等
は
、
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
国
の
行
政

機
関
等
が
前
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
検
討
及
び
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
準
じ
て
、
共
同
利
用
ク
ラ
ウ

ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
検
討
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
当
該
公
共
情
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備
に
係
る
取
組
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
の
行
政
機
関
等
以
外
の
行
政
機
関
等
が
行
う
前
項
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
共
同
利
用

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
共
同
利
用
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
金
銭
の
保
管
）

第
十
九
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
整
備
及
び
運
用
を
図
る
た
め
に
、
共

同
利
用
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
共
同
利
用
の
条
件
に
関
す
る
内
閣
総
理
大
臣
と
当
該
共

同
利
用
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
の
契
約
に
お
い
て
、
公
共
情
報
シ

ス
テ
ム
整
備
運
用
者
が
当
該
事
業
者
に
支
払
う
べ
き
当
該
共
同
利
用
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
係
る
料
金
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が
当
該
公
共
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
運
用
者
か
ら
納
付
を
受
け
た
上

で
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
当
該
事
業
者
に
引
き
渡
す
旨
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
納
付
を
受
け
た
料
金
そ
の
他
の
公
共

情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
運
用
者
の
当
該
共
同
利
用
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る

金
銭
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
金
銭
の
保
管
に
関
し
必
要
な
手
続
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
令
で
定
め
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
デ
ジ
タ
ル
庁
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、次
条
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化

及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
う
ち
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
目
次
の
改
正
規
定
中
「
・
第
十
七

条
」
を
「

第
十
九
条
」
に
、「
第
十
八
条

第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
条

第
二
十
三
条
」に
、「
・
第
二
十
二
条
」

を
「

第
二
十
四
条
」
に
、「
第
二
十
三
条

第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
五
条

第
二
十
八
条
」
に
改
め
、
同
法
第

五
条
第
三
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
う
ち
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
を
同
法
第
二
十
六
条

と
し
、
同
法
第
二
十
条
を
同
法
第
二
十
五
条
と
し
、
同
法
第
十
九
条
を
同
法
第
二
十
四
条
と
し
、
同
法
第
十
八
条
の

前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
同
法
第
二
十
三
条
と
す
る
改
正
規
定
中
「
第
二
十
一
条
を
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二

十
三
条
を
第
二
十
八
条
」
に
、「
第
二
十
条
を
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
二
条
を
第
二
十
七
条
」
に
、「
第
十
九
条
を

第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
一
条
を
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
、「
第
二
十
三
条
」を「
第

二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
法
第
四
章
中
第
十
七
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
改
正
規

定
中
「
第
十
七
条
を
第
二
十
二
条
」
を
「
第
十
九
条
を
第
二
十
四
条
」
に
、「
を
第
二
十
一
条
と
し
」
を
「
か
ら
第
十

八
条
ま
で
を
五
条
ず
つ
繰
り
下
げ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
条
の
う
ち
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
中
第
二
十
三
号
を

第
二
十
四
号
と
し
、
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
九
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る

改
正
規
定
中
「
第
二
十
三
号
を
第
二
十
四
号
」
を
「
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
」
に
、「
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
二

号
」
を
「
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
三
号
」
に
、「
第
十
九
号
」
を
「
同
項
第
二
十
号
中
「
第
十
八
条
第
二
項
」を「
第

二
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
一
号
と
し
、
同
項
第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
の
う
ち
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
情
報

通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
の
項
の
改
正
規
定
中

「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
る
。

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
一
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
五
号

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
条
例
の
」
を
「
条
例
で
」
に

改
め
、「（
非
常
勤
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を

除
く
。）に
あ
っ
て
は
、
三
歳
）」を
削
り
、「
一
部
（
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
に
限
る
。）」
を
「
全
部
又
は
一

部
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
条
例
の
」
を
「
条
例
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
五
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
職
員
は
、
条
例
で
定
め
る
一
年
の
期
間
ご
と
に
、
あ
ら

か
じ
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
の
う
ち
い
ず
れ
の
範
囲
内
で
当
該
期
間
に
お
け
る
部
分
休
業
を
請
求
す
る
か

を
任
命
権
者
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

一

一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

二

一
年
に
つ
き
国
家
公
務
員
育
児
休
業
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時

間
を
基
準
と
し
て
条
例
で
定
め
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

（
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
第
二
十
三
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、第
二
十
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
同
利
用
ク

ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
共
同
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

（
復
興
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

復
興
庁
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

五
十
一
号
）
の
項
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂


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前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
出
の
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
当
該
申
出
を
し
た
範
囲
内
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
を
し
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
三
条
の
規
定

公
布
の
日

二

次
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

職
員
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
こ
の

法
律
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）

第
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、同
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
の
範
囲
内
で
部
分
休
業（
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
請
求
を
す
る
か
の
申
出
を
し
、
そ
の

範
囲
内
（
新
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
申
出
の
内
容
の
変
更
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

変
更
後
の
も
の
）
で
施
行
日
以
後
に
お
け
る
部
分
休
業
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
申
出
及
び
変
更
並
び
に
請
求
は
、
施
行
日
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
及
び
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
変
更
並
び
に
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
項
第
三
号
中
「
一
部
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂



航 森田
ハイライト表示

航 森田
ハイライト表示

航 森田
ハイライト表示

航 森田
ハイライト表示

航 森田
ハイライト表示


	01_施行通知（公務災害担当課・市区町村課扱い）.pdf
	01_施行通知（地方公務員災害補償基金）.pdf
	02_新旧対照表（地方公務員災害補償法抜粋）.pdf
	○　地方公務員災害補償法（昭和四十二年法律第百二十一号）（抄）（附則第四条関係）

	03_＜官報＞令和７年法律第５号.pdf
	index
	index2




